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いのちめぐるアクション（ビジネス）の成功事例を作るために、その事案に即して、 
戦略を立案し、プロジェクトのサポートや、プロジェクト組成をしていく。 

（２）地域商社事業 

成功事例を作る 新事業創出機能 

◆１．各事業基本内容	

●調査から販売までの基本フェーズと関与のパターンについて	

①各種調査	

②戦略立案	

③販売先確保	

④資金調達	

⑤ブランディング・	
コミュニケーション	

⑥商談・販促	

商品価値について科学的裏付けによる発掘や、現状分析として、	
商品の強み弱み、流通構造の分析等を行う。	

商品売上増を目指すための一連の戦略を立案する。時には、複数の	
事業者とともに新会社を設立する、または設備投資するなどの提案を	
含む場合も想定される。	

事業を成立させるため、販売先は予めある程度見込んでおく。	

場合によっては金融機関からの借り入れや、ファンド創設など資金策を	
講じる。	

商品の販売コンセプトをつくり、デザイン制作会社やPR会社とともに	
PRを行う。	

展示会や商談会の場で商品を売り込む。	

＜サービスパターン＞	

A①②　B①～③or④　C①～⑥	
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この事業に求められる人材	

事業を推進することのできるプロデューサー人材、商売センスのある人材　　　　　　　　　　　　　　	

成功事例を作る 新事業創出機能 

◆２．事業詳細　	

（２）地域商社事業 
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●収入についての考え方　基本的に、プロジェクトプロデュースにかかる費用をいただくパターン。	

●支出についての考え方	

・最低人員として２人程度	
・人件費のほか、パターンによるが、打ち合わせにかかる旅費（海外の可能性も）、調査実費などの事業費も発生する。	
　	
	
	

サービスパターン	 収入のパターン	 金額イメージ	

パターンＡ　調査＋戦略立案	 ・事業者からの委託費	
・自治体等からの委託費	
・事業者＋自治体からの委託費	
・資金調達は各事業者が主体	

300万程度	

パターンＢ　調査＋戦略立案＋　　	
　　　　　　　　販売先確保（＋資金調達）	

・プロジェクトコーディネート費	
・新たな商品形態の開発とチャネル開拓まで	
・資金調達は各事業者が主体	

600万程度	
（全体予算の約10％）	
	

パターンＣ　調査～商談・販促	
　　　　　　　　（フルコミット）	

・プロジェクトコーディネート費	
・資金調達含めた全体設計と実行を行う	
・内容によっては、テーマに沿った補助金等も含め
ながらの展開の可能性も	

950万程度	
（全体予算の約10％）	


